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平成２１年の新春を迎え、謹んでお祝いを申し上げます。

昨年は１０月２６日県民文化会館にて第５回四国交流フォーラム「もっと身近なグ

ループホームに！」をテーマに開催することが出来ました。参加者４５５名、ご家族、

利用者、運営推進会議の委員の方、地域の皆様の参加もあり「地域の方々と共に

語り合える場」が提供できました。会員の皆様のご支援、ご協力の賜物と感謝申し上げます。

さて２０年度は、激変の年でした。アメリカのサブプライムローンの崩壊を発端に株の暴落、円

の高騰、ガソリン高、政治不安、年金問題等今までに類のない荒廃した一年となりました。本年

度は介護報酬改定で厚生労働省は介護職員の厳しい勤務状態を是正しサービスの質向上につなげ

る案を示しています。同時に介護職員による痰の吸引、経管栄養の対応についても前向きに検討

しているようです。グループホームを取り巻く状況もめまぐるしく変化することでしょう。

今後とも会員の皆様と共に一致団結をして「認知症の人が住み慣れた地域で尊厳ある暮らし」

が出来るよう支援していきたいと思っています。

最後に新春にあたり、皆様方にとりましても、本年も希望に満ちた輝かしい年でありますよう

ご健勝、ご多幸を祈念申し上げまして年頭のご挨拶と致します。

愛媛県グループホーム連絡協議会 会長 入船 啓一
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■アルツハイマーとはどんな病気？
症状は記憶障害、見当識障害が中心で進行性ですが、基本的に神経・身体症状は病気が進行するまでみられ
ません。脳の中では、老人班や神経原繊維変化が生じ、神経細胞が減少します。
� 日常生活機能の障害は認知機能の低下によるものです。“できること”“できないこと”を細かく観察
し、“できない”“危険が予測できる”部分は、段階に応じて声かけ、準備、指示、見守りを行いましょ
う。
特に、“できないこと”には、必要な部分だけを介助することが大切で、介助のし過ぎは残存機能の低
下につながります。

■ピック病・前頭側頭型認知症とはどんな病気？
症状は、著しく病識がないことや行動のパターン化（常同行動）、やろうとしていることを静止することが困
難などの特徴が見られ、記憶障害は激しくないが言葉の理解が阻害されていることがあり、考え不精や物忘れ
と見誤られていることが多い進行性の病気です。
� 常同行動、脱抑制的行動（周囲への迷惑を顧みずにわが道をいく行動）などの異常行動が高頻度に出
現し、これらの症状は制止することが困難で、制止すると怒りだすことがあります。周囲に迷惑となる
常同行動が生じる前に、安全で周囲に影響の少ない常同行動を誘導してつくったり、修正が困難な場合
は周囲の環境を整えることが必要です。

■レビー小体型認知症とはどんな病気？
認知機能の変動が激しく、視覚認知障害（ものの見え方がおかしい）、幻視、パーキンソン症状（身体が硬く
なる、震え等）がみられ、ごく少量の抗精神病薬でも副作用が生じ、症状の悪化や転倒を招く恐れがあります。

■認知症介護のポイント
認知症の方の行動に困ったときどうするか…。まず、現状をできるだけ正確に把握すること。感情的になら
ず、「あわてるな、落ち着け」、そして「どうして？（何か原因や理由があるはず）」と、情報を収集しましょう。
認知症の方の介護は、病状に応じて行うことが必要です。そのポイントを川柳に詠んでみました。
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アルツハイマー病の方は、目的を忘れたり、空間認知が低下しているので外に出かけると自宅に戻れ
ません。

������ ����� �������
ピック病の方は、状況に関係なく出かけ同じコースを辿るので戻って来ることができます。（周回）
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みなさん現場の方は、認知症の方に対する経験や知識を持っておられます。その方の生活歴や性格、
診断に応じた対応を工夫しながら、その方の様子を見守り、変化を見逃さず、一人で抱え込まず、みん
なで知恵をしぼって出し合い、実践しましょう。

【基調講演】 「こまったな？その時どうする ～認知症の人をケアする人のための知恵袋～」

講師 愛媛大学 大学院 脳とこころの医学 准教授 谷 向 知 氏

第５回 四国交流フォーラム in 愛媛
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平成１６年、愛媛県からスタートし
た四国交流フォーラムが４年の歳月
を経て一巡し、再び愛媛が開催地と
なりました。今回は、四国四県のグ
ループホーム関係者はもちろん、ご
利用者やそのご家族、運営推進会議
に参加されている地域や行政の人た
ちなどさまざまな人たちが集い、学
び、交流できる場にしたいと、工夫
を凝らしました。

参参加加人人数数；；４４５５５５名名

ググルルーーププホホーームム関関係係者者４４１１２２名名、、そそのの他他（（利利用用者者・・家家族族・・行行政政・・地地域域住住民民等等））４４３３名名

愛愛媛媛県県２２９９９９名名、、香香川川県県４４００名名、、高高知知県県５５７７名名、、徳徳島島県県５５４４名名、、そそのの他他５５名名
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【特別講演】 「認知症の人を支える地域づくり」
講師 社会福祉法人東翔会 グループホームふぁみりえ ホーム長

福岡県大牟田市認知症ケア研究会代表 大谷 るみ子 氏

各コーナーのブースは大盛況。
たくさんの笑顔や賑わいがありました。

認知症という病気がもたらす障害をしっかり理解して受け止めたい、そ
してその障害に手当てして、生活支援をきちんとやっていきたいと思って
います。そのためには、認知症の人の心の理解、“寄り添う”ということが
重要なことで、私は「心をかけるケア」と呼んでいます。このことが現場
でしっかりできていることが重要だと思っています。
認知症の方は、親しい人の関係をつなげていくこと、新しい関係をつくっ
ていくこと、また地域の中でなじみの関係を継続していくことが困難な状
態になるなどの関係性の障害や、自分だけでは自分の存在を保てない、そ
れを人にゆだねざるを得ないという障害が生じているんだと思います。生
活支援なくしてグループホームケアはありません。生活支援の決め手は、
「わかる」「選べる」「決める」「自分でできるだけできる」ということ、で
きないことでもできるだけやり遂げられるように支援すること、そして期
待感、存在感、幸福感を感じることができることだと思います。

「認知症のために私に何が起こっているのか、どんな気持ちで暮らして
いるのかわかってほしい」「わたしは私として生きていきたい」「どんな支
えが必要か、まず私たちに聞いてほしい」「できないことで“だめだ”と決
め付けないでほしい」…。これらは認知症の人の言葉です。私たちは、そ
の人の心や声に耳を傾けることが大切です。認知症が進行するとできない
ことが増えてきますが、できなくなったからといっても「私」は「私」な
んです。周りからは見えにくく、わかりにくくなっていくご本人の願いに
も目を向けていくことが大事なことです。
また、認知症のステージによって本人が抱える障害が変化していくこと

や、治療や医療との連携によって、症状を軽くしたり暮らしやすくしたり
できるということを知っておくこと、そして、踏み込めないご本人の思い
や姿があることも理解しながら支援していくことが大切です。家族や親し
い人との絆を深めることも大切です。家族とともに過ごす時間や身近に感
じられるように手紙や電話などの支援、祝い事や仏事に参加するなど親し
い人のことを思い出せる支援などにより、その人の奥にある大事な絆を感
じる時間を持つことが大事です。

大牟田市では「まちでみんなで認知症をつつむ」取り組みを子供からお
年寄りまで地域のさまざまな人たちともに積み重ねています。そのきっか
けとなったのはグループホーム従事者の小さな集まりからでした。現在は
市全体で「まちづくり」の一環としてさまざまな活動が展開されています。
運営推進会議が開催されることでグループホームが地域とつながるよう

になりました。施設の中だけではなく地域とつながって暮らしていけるよ
う、またともに地域の中で暮らしていくために、地域のさまざまな資源を
私たち自身で掘り起こし、ネットワークをつくっていきましょう。

▼川柳コーナー

▲相談コーナー
▲ポスター・セッション

▲思い出横丁・昭和初期コーナー
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地地域域のの中中ののググルルーーププホホーームム
ととししててのの役役割割

そそのの人人ららししいい生生活活をを送送れれるるよよううにに
――自自分分史史のの作作成成――

【【愛愛媛媛県県】】ググルルーーププホホーームム ひひががしし野野 【【香香川川県県】】ググルルーーププホホーームム 北北ののおおひひささまま

地地域域のの方方かからら何何ででもも相相談談ををももちちかかけけてていいたただだいいたたりり

声声かかけけししてていいたただだけけるるよよううににななりりたたいいとといいうう強強いい思思いい

がが職職員員一一丸丸ととななっったた運運営営推推進進会会議議のの取取りり組組みみがが続続いいてて

いいるる結結果果でですす。。

【【継継続続はは力力ななりり】】今今後後もも理理念念のの通通りり「「誠誠心心誠誠意意」」心心

かからら真真心心をを尽尽くくししてていいききたたいい。。

ググルルーーププホホーームム利利用用者者のの地地域域化化～～幼幼稚稚園園、、小小学学校校、、自自
治治会会、、老老人人会会行行事事等等のの参参加加。。

職職員員のの地地域域化化～～地地域域清清掃掃、、認認知知症症ケケアア講講師師、、在在宅宅介介護護
研研修修会会開開催催

設設備備のの地地域域化化～～災災害害相相互互応応援援協協定定（（災災害害時時にに地地域域のの人人
達達にに施施設設開開放放））

機機能能のの地地域域化化～～ここどどももＳＳＯＯＳＳ、、認認知知症症にに対対すするる理理解解推推進進。。

ググルルーーププホホーームムににおおけけるる
生生活活支支援援のの取取りり組組みみ

笑笑顔顔をを取取りり戻戻すすたためめにに

【【高高知知県県】】ググルルーーププホホーームム ひひままわわりりのの家家 【【徳徳島島県県】】ググルルーーププホホーームム ひひななたたぼぼっっここ

認認知知症症ににななっっててもも当当たたりり前前のの生生活活をを送送るる為為、、自自らら生生

活活のの中中にに役役割割やや出出番番をを作作りり人人のの役役にに立立つつとといいうう感感情情がが

芽芽生生ええ積積極極的的なな声声とと行行動動がが起起ききててききたた。。

利利用用者者一一人人ひひととりりにに充充実実ししたた生生活活をを送送っってていいたただだくく
たためめにに、、生生活活暦暦がが重重要要ににななりりまますす。。
ここれれをを踏踏ままええてて役役割割作作りりをを見見出出しし生生きき生生ききとと生生ききがが

いいをを持持っったた生生活活ががでできき笑笑顔顔ををととりりももどどすすここととににななっったた。。
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���������������������������������������� 【テーマ】①運営推進会議の取り組み ②生活支援の取り組み
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川柳の投稿、ありがとうございました。フォー

ラム開催中、コーナーに掲示しましたが、多く

の方が立ち止まって見てくださいました。見事、

四賞に選ばれた方には各県の名産物を、佳作に

選ばれた方には景品を贈呈しました。

●愛媛県賞
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●香川県賞
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遠くに法皇山脈を望み、田畑に囲まれた穏やかなところにあるテレサは、開設して４年目
になります。「テレサの目指す暮らし」を実現のため「笑」の一文字を胸にご利用者、ご家族、
スタッフ皆がいつも笑顔で過ごせるようにと頑張っています。ゆったりと流れる時間のなか
で、「テレサの目指す暮らし」を追いかけていきます。

医療法人 慶尚会
〒７９９－０７２４ 四国中央市土居町蕪崎１６７
電 話：０８９６－７４－７６７７
ＦＡＸ：０８９６－７４－７６７１

現在グループホームみどろには、１８名の入居者さんが生活しています。季節ごとの外出行
事や地域のお祭りに参加したり、生き生きした生活をしています。
ぜひ一度、お立ち寄り下さい。

社会福祉法人 喜久寿
〒７９１－０２４４
松山市水泥町１３２番地１
電 話：０８９－９０５－９１１６
ＦＡＸ：０８９－９０５－９１１７

� かぐや姫（西予市）
� しおさい（新居浜市）
� 朝生田の里（松山市）
� シオンの家（久万高原町）
� 里の家（松山市）
� とみひさ（松山市）
� おてだま（新居浜市）
	 ぐるうぷほうむ５４番地（松山市）

 桜（新居浜市）
� わかば（松山市）
� 土香里（伊予市）

 むく（松山市）
� 鶴翠（西条市）

� テレサ（四国中央市）
� ウェルケアみどろ（松山市）
� えくぼ（松山市）
� はるか（大洲市）

� テレサ（四国中央市） ２ユニット１８名

� ウェルケアみどろ（松山市） ２ユニット１８名
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たいへんのどかな環境に恵まれて、ヤギとメダカとカメと一緒に生活
しています。当ホームの前には広い畑があり季節の野菜を栽培していま
す。利用者の皆さんと収穫祭を行い、それが食卓にのぼります。建物は
平屋作りになっており、“新聞かしてぇ～”“遊びに来たよお～”“こない
だ借りたお皿、ありがとっ”等自由に行き来しております。『のびのびと

した生活の場所』をモットーに、多様
な年齢層の職員と利用者さんで毎日楽しくワイワイ、ガヤガ
ヤと生活しています。ぜひ一度、遊びにお越しください�
有限会社 スリー・ジー・ピー

〒７９１－８０１２ 松山市西長戸町４４０
電 話：０８９－９１１－０３６５ ＦＡＸ：０８９－９１１－０３５３

「グループホームはるか」は平成１６年５月に開設致しました。木造平屋建ての我が家は、
白壁に囲まれ玄関を入ると、木の温もりを感じ落ち着きます。いつの頃からか「伊予の小京
都」と呼ばれている水の都大洲。自然いっぱいに囲まれた環境と温
かい地域の方々のやさしさにふれあいながら、利用者が安心して「自
分らしい暮らし」ができるよう家族のご協力をいただきながら、「よ

い言葉・よい笑顔・よい心」をモッ
トーにスタッフも家族の一人として
共に暮らしたいと思っています。
社会福祉法人 三善会

〒７９５－００４６ 大洲市春賀甲１６６６－１
電 話：０８９３－２６－１１６５ ＦＡＸ：０８９３－２６－１１６５

“信頼のこころ”
西予市野村町の中心地にある「かぐや姫」は、併設にデイサービスがあり、自由に利用し
ながら生活の中に楽しみを見つけ、通所者（利用者）との交流を図っています。また、敷地
内には母体である井関整形外科医院があり、近くにはスーパーもある安心できる便利な施設
です。入居者の笑顔がいつも見られるようにスタッフ一同一丸となって“信頼のこころ”を
目指して頑張っています。
医療法人 竹林院

〒７９７－１２１２ 西予市野村町野村１１－９５－１
電 話：０８９４－７２－３８０２
ＦＡＸ：０８９４－７２－３８０９

� えくぼ（松山市） ２ユニット１８名

� はるか（大洲市） １ユニット９名

� かぐや姫（西予市） ２ユニット１８名
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平成１６年１１月に開設しました。建物はコの字形の平屋建てで、真ん中には中庭があり、畑
で野菜作りを楽しんだり、各季節の行事を行ったりしています。今年５年目を迎えましたが、
『その人らしく ゆっくり ゆったり いつも笑顔で』の理念のもと、職員と入居者様がと
もに助け合い、いつも笑顔の絶えないホーム作りを目指して頑張っています。

有限会社 ミキハウス
〒７９２－０８９５
新居浜市阿島一丁目７番２７号
電 話：０８９７－４６－４０５０
ＦＡＸ：０８９７－４６－４０５２

グループホーム朝生田の里は、北側には石手川公園、南側に少し下ると南環状線と立地的
にも恵まれた所にあります。入居者のほとんどの方が透析をされており、食事や水分制限の
ある中で少しでも楽しく過ごして頂けるように、三つの理念「尊厳の保持」「自立支援」「地
域との密着」に基づき、職員一同取りくんでいます。

医療法人 佐藤循環器科内科
〒７９０－０９５２
松山市朝生田町４丁目１０－２５
電 話：０８９－９９８－３３４４
ＦＡＸ：０８９－９９８－３３８０

四季折々の自然豊かな山々に囲まれた久万高原町の高台に位置する民家改修型のグループ
ホームです。「自由権の尊重」を基本理念に置き、自立と本人の望む生活を支援することに力
を入れて取り組んでいます。家庭菜園のある広い庭での趣味の園芸、日だまりの縁側での楽
しいおしゃべり、笛が滝公園の散策等、住み慣れた地域の中で、支え合う職員と共に自由に
楽しく自分らしく暮らしています。

有限会社 介護支援サービス しろもと
〒７９１－１２０１ 上浮穴郡久万高原町久万１３９４－３
電 話：０８９２－２１－０５４７
ＦＡＸ：０８９２－２１－０５４７

� しおさい（新居浜市） ２ユニット１８名

� 朝生田の里（松山市） ２ユニット１８名

� シオンの家（久万高原町） １ユニット９名
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里の家は閑静な住宅地の中に広大な敷地を持ち、老人保健施設と併設されているグループ
ホームです。毎月、季節に合った行事や広い敷地を利用して、バーベキュー・いもたきなど
も楽しんで頂いております。特に夏祭りや文化祭などは、地域の方々との交流の場となって
います。又、併設の老人保健施設の看護師の協力を得て、２４時間体制で入居者様の健康をサ
ポートさせて頂いています。

医療法人 河原医院
〒７９１－１１０６ 松山市今在家３丁目９－２９
電 話：０８９－９０５－８１８８
ＦＡＸ：０８９－９５６－０８１１

ゆっくり、のんびり、心穏やかに生活して頂けるように、一日一日を大切に支援していま
す。美味しいと思える食事の提供、最期まで口から食べられる工夫をしています。笑い声が
絶えないホームです。みなさん、遊びに来て下さいね。

有限会社 山�介護センター
〒７９１－８０３４ 松山市富久町９５－５
電 話：０８９－９７３－３３７２
ＦＡＸ：０８９－９７３－３３７２

グループホーム「おてだま」は、新居浜市の中心部商店街の中にあり、ビルの４階に位置
しています。開設して６年目になり、ベランダのプランターには、入居者さんと育てた花や
野菜があふれています。また、地域の文化祭・運動会への参加、児童センターの子供達との
交流など「開かれたグループホーム」となる様努めています。これからも入居者一人ひとり
の生活を大切にして、楽しく生き生きと過ごせるホームでありたいです。

社会福祉法人 はぴねす福祉会
〒７９２－００１７
新居浜市若水町１－９－１３
電 話：０８９７－３１－５０００
ＦＡＸ：０８９７－３１－５００５

� 里の家（松山市） ３ユニット２７名

� とみひさ（松山市） １ユニット９名

� おてだま（新居浜市） ３ユニット２７名
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松山市と東温市の境にぐるうぷほうむ５４番地はあります。周りを池や畑に囲まれた閑静な
住宅街にあり、ホームには庭や畑があるなど、四季折々の自然を感じることができます。ま
た、ホームの向かいにある神社への参拝や散歩がお年寄りたちの日課となっております。そ
こで行われる夏と秋の地方祭は、地域の方々との交流の機会にさせてもらっています。これ
からも、ホームのお年寄りたちが地域の中で当たり前に暮らしていけるように支援していき
たいと考えています。

有限会社 スローライフ
〒７９１－０２４４ 松山市水泥町５４番地
電 話：０８９－９７６－５７７１
ＦＡＸ：０８９－９７６－５７７１

当ホームは、新居浜市内を一望する緑あふれる場所にあり、澄んだ空気と素晴らしい日当
たりが自慢です。また、老健施設にも併設し、協力病院による２４時間体制の医療連携で皆さ
んから安心のお声を頂戴しており、『少しでも以前のご自分を取り戻していただけるように』

という理念のもと、誠心誠意支
援致しております。

〒７９２－０８５６
新居浜市船木甲３６５６番地８
電 話：０８９７－４１－２８８２
ＦＡＸ：０８９７－４１－１０６６

三津地区に所在し、生活環境が良く住みやすい地域にあります。グループホーム内は、明
るく家庭的な雰囲気を保つように、職員一同こころがけています。協力医療機関が隣接して
おり、２４時間いつでもすぐに連絡ができ、緊急時にも早期の対応が可能です。他、地域の行
事や隣接のデイサービスで季節に応じて行われる、夏の夕涼み会・もちつき等の合同行事も
実施しております。見学・入居相談等、随時可能ですので、お気軽にご連絡下さい。

有限会社 メディケアサポート
〒７９１－８０５３ 松山市若葉町７－６
電 話：０８９ー９６８－３５３０
ＦＡＸ：０８９ー９６８ー３７３１

� ぐるうぷほうむ５４番地（松山市） ２ユニット１８名

� 桜（新居浜市） ２ユニット１８名

� わかば（松山市） ２ユニット１８名
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温かい地域と、四季折々の自然、優しい利用者の方々、そのご家族、まだまだ未熟ながら
も土香里のなくてはならないスタッフ、他関係者の方々に囲まれ、「グループホーム・土香里」
は無事４周年を迎えることができました。この地に、もっともっと根を張り、心が満腹にな
るような実をつけれるよう、職員一同ベクトルを合わせ、楽しく頑張っていきます。

有限会社 土香里
〒７９９－３１３１ 伊予市大平字片山甲２２５－１
電 話：０８９－９８３－６０８０
ＦＡＸ：０８９－９８３－６０８１

グループホームむくは、とべ動物園の南東に位置し田畑に囲まれた自然たっぷりの環境に
あります。散歩をすれば農作業を行うご近所の方との触れ合いが多くあり、ご利用者さんが
作ったコロッケなどをお裾分けすると両手いっぱいのお野菜を頂いて帰ることも珍しくあり
ません。自然の中で人と人との繋がりや思いやりを大切に笑顔いっぱいで毎日を過ごされて

います。

〒７９１－００３５ 松山市西野町４３４－１
電 話：０８９－９６０－８３３０
ＦＡＸ：０８９－９６０－８３３１

グループホーム鶴翠は平成１６年８月４日開設、今年で５年目を迎えました。周囲を見渡す
と山々が連なり、南へ少し行くと海が広がる自然豊かな環境にあります。入居者の方々にとっ
てスタッフは家族の一員であると考え、気持ちに寄り添う支援を続けています。入居者の方
同士のいたわりの言葉や優しさに触れる度、グループホーム鶴翠の「ゆったり穏やかに」を
感じ、毎日笑顔で生活を送っています。

社会福祉法人 亀天会
〒７９９－１３１２ 西条市大野２８４－２
電 話：０８９８－６６－０２８８
ＦＡＸ：０８９８－６６－０２９８

� 土香里（伊予市） ２ユニット１８名

� むく（松山市） ２ユニット１８名

� 鶴翠（西条市） ２ユニット１８名
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相互研修は、グループホーム間で相互に訪問し合い、ホームの様子やケアの取り組みなど互い

に学び気づきあう研修です。自ホームのケアの質向上を図るために、他ホームの良い取り組みを

学び、自ホームを改めて振り返り考える機会にもなり、とても役立つと毎年参加ホームが増えて

きています。

今年度の参加事業所数は、前年度の１．２５倍の８４事業所で、会員事業所数の約４１％でした。研修終

了後アンケート調査を行いましたが、皆様から出していただいたご意見やご感想をもとに、今年

度の当該研修の問題点や課題を整理し、来年度さらにレベルアップした研修が行えるよう取り組

んでいきたいと考えています。 （相互研修委員会）

平成２０年度参加状況 平成１９年度参加状況

▼研修を行って、どう思われましたか？

悪かった ← 普 通 →良かった
研修生の

立場として

０ １ ７ ２３ ７６

（０％）（１％）（６％）（２０％）（７１％）

研修を受け入れた

立場として

０ １ １３ ２５ ６８

（０％）（１％）（１２％）（２３％）（６４％）

▼相互研修全体で良かった点（複数回答） ▼相互研修全体に関する取り組み課題（複数回答）
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今回の特集では、第５回四国フォーラムの開催内容と相互研修について取り上げました。特別講
演は「認知症になっても大丈夫な街を作ろう」という大牟田市の取り組みの報告をしていただきま
した。この取り組みはグループホームから始まったもので私達クループホーム関係者として今後の
取り組みの参考になればと思います。
また、今一度、認知症の人の病気がもたらす障害を理解し、生活支援のしっかりできるグループ
ホームが増えていくことを願っています。 （広報委員会）
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